







This study investigated whether VA shadowing method can better facilitate vocabulary 
learning of JSL (Japanese as a Second Language) learners. Learning vocabulary has 
three aspects; meaning, orthography and pronunciation. This study focused on learning 
pronunciations and compared the following three conditions: VA shadowing (N=3), 
shadowing (N=3) and reading aloud (N=3) to investigate which condition most facilitates 
learning of pronunciation of Japanese ideographs. The analysis suggests the possibility of 
VA shadowing condition outperforming the other two groups, but statistical analysis was 



































表 2. 日本語と中国語による漢字の表記の類似点（日本語題材出典：山内・橋本・金庭・田尻, 2012）
日本語表記 中国語表記＊
　日本 　の　 夏 　の　 風物詩 　といえば、「 　高校野球　 」で
しょう。　 正式 　には「 　 全国高等学校野球選手権
大会 　 」といい、　 兵庫県 　 の 　 甲子園球場 　 で 　 開催 　さ
れるので、　 単 　 に「 　 甲子園 　 」と 　 呼 　ばれることも
あります。　 各県 　 の 　 代表 　 が 1 　 校選 　ばれ、トーナ
メント　 方式 　 で 　 日本一 　 を 　 目指 　して　 戦 　います。
1915 　 年 　 に 　 第 1 回 　 が 　 開催 　 されてから、　 毎年夏 　
の　 風物詩 　として、　 大人 　から　 子供 　まで　 幅広い層 　
の　 人気 　を　 集 　めています。　 現在 　のプロ　 野球 　の
　 選手 　の　 中 　にはこの　 甲子園 　で　 活躍 　した　 選手 　た
ちも　 多 　く、また　 記憶 　に　 残 　る　 名勝負 　などもこ
こから　 生 　まれています。　 今 　ではこの　 高校野球 　
だけでなく、　 日本一 　を　 争 　う　 大会 　には「～　 甲子
園 　」と　 名前 　がついているものも多く、　 駅弁 　 の
　 日本一 　を決める「 　 駅弁甲子園 　 」、マンガの　 日
本一 　を決める「マンガ 　 甲子園 　」などいろいろ
な「 　 甲子園 　 」があります。
　 日本 　の　 夏 　の　风景诗 　といえば、「 　 高中棒球 　 」で
しょう。　 正式 　には「 　 全国高中棒球选手权大会 　 」
といい、　 兵库县 　 の　 甲子园棒球场 　 で 　开办 　 され
るので、　 單 　に「 　 甲子园 　 」と　 呼 　ばれることもあ
ります。　 各县 　 の 　 代表 　 が１　 校选 　ばれ、トーナ
メント　 方式 　 で 　 日本一 　 を 　 目指 　して　战 　います。
1915 　 年 　 に 　 第 1 回 　 が 　开办 　 されてから、　 每年夏
天 　 の 　风景诗 　として、　 大人 　から　 小孩 　まで　 广泛
い層 　 の 　 人气 　 を 　 收集 　めています。　现下 　のプロ
　 棒球 　 の 　选手 　 の 　 中 　にはこの　 甲子园 　 で 　 活跃 　し
た　选手 　たちも　 多 　く、また　记忆 　 に 　 残 　 る 　 名胜负 　
などもここから　 生 　まれています。　 今 　ではこの
　 高中棒球 　だけでなく、　 日本一 　を　 争 　う　 大会 　には
「～　 甲子园 　 」と 　 名前 　がついているものも多く、
　 驛弁 　 の 　 日本一 　を決める「 　 驛弁甲子园 　 」、マン
ガの 　 日本一 　を決める「マンガ 　 甲子园 　 」などい









表 3. 日本語と中国語による漢字の読み方の違い（日本語題材出典：山内・橋本・金庭・田尻, 2012）
日本語読み＊ 中国語読み＊
　 ニホン 　 の　 ナツ 　 の　 フウブツシ 　 といえば、「 　 コ
ウコウヤキュウ 　 」でしょう。　 セイシキ 　には、
「 　 ゼンコクコウトウガッコウヤキュウセンシュ
ケンタイカイ 　 」といい、　 ヒョウゴケン 　 の 　 コウ
シエンキュウジョウ 　 で 　 カイサイ 　されるので、
　 タン 　 に「 　 コウシエン 　 」と 　 ヨ 　ばれることもあ
ります。…
　 リーベン 　 の 　 シャ 　 の 　 フェンジンシ 　といえば、
「 　 ガオゾンバンキィウ 　 」でしょう。　 ゼンシ 　 に
は、「 　 クアンガオガオゾンバンキュウサンショ
ウクアンダーヒュイ 　 」といい 、　 ビンクシャン 　
の　 ジャズィユァンバンキュウチャン 　 で 　 カイバ






















（中山, 2011a ; 中山, 2011b ; 中山・鈴木, 2012 ;  Nakayama & Mori, 2012 ; Nakayama & Iwata, 2012 ; 
































母国で日本語を 1 年以上学習しその後、日本の大学に留学している女子大学生 9 名（中国語母語
話者 6 名、韓国語母語話者 3 名）が本実験に参加した。協力者のうち韓国語母語話者 2 名は N1（日
本語能力検定 1 級）に合格していた。
2 .2　実験計画







2 .3 .1　漢字・年号の書き取りテスト（教材 1）
介入の効果を測定するため、読解材料を参考に 22 問からなる漢字・年号の書き取りテストを作
成した。このテストは出題順序を変えて、実験の前後に実施された。





3 秒前から 1 秒前まで　合計 3 秒）、④シャドーイング音声呈示（1 分 14 秒）、⑤ビジュアル・シャドー
イングの指示（3 秒）、⑥ビジュアル・シャドーイング準備のためのカウントダウン（3 枚：3 秒前
から 1 秒前まで　合計 3 秒）、⑦ビジュアル・シャドーイング本文（18 枚　合計 1 分 14 秒　後に詳述）、















した。録音の再生時間は 1 分 14 秒で、音声教材の発話速度は約 5.2 モーラ／秒であった。
2 .3 .4　音読用教材（教材 4）
漢字と数字の部分にルビ（漢字の読み方をひらがなで示したもの）を付した教材を作成した。本
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こ う し え ん
子園」などいろいろな「甲
こ う し え ん
子園」があります。
日本の夏の風物詩といえば、






単に ｢ 甲子園 ｣ と
呼ばれることもあります。
5 秒











は数字で書くよう求められた。問題は 2 回ずつ復唱され、問題は 22 問であった。
2 .4 .2　介入











































VA 群 シャドーイング群 音読群
事前 事後 変化量 事前 事後 変化量 事前 事後 変化量
N 3 3 3 3 3 3 3 3 3
平均 15.33 21.33 6.00 12.00 15.33 3.33 18.33 22.00 3.67
標準偏差 2.52 0.58 2.00 4.58 7.23 3.06 2.08 0.00 2.08
協力者全員の事前テストと事後テストを採点し（1 点 ×22 問＝満点 22 点）、各群の変化量を算出
した。表 5. にそれぞれのテストの平均点、標準偏差および変化量を群ごとにまとめた。VA 群の事
前テストの平均は、15.33（標準偏差 2.52）、事後テストの平均は、21.33（標準偏差 0.58）、変化量
の平均は 6.00（標準偏差 2.00）であった。シャドーイング群の事前テストの平均は、12.00（標準偏
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